








ける花の描写の重要性について論じ いる。　『紅楼夢』に登場する花の中に、 「白海棠」という花がある。 『紅楼夢』第三十七回において、海棠詩社が作られ、詩社の活動として
「白海棠を詠ず」六首が作られている。先行研究では、 「白海棠を詠ず」六首の内容・表現とともに、作者がそれらの詩作を通して登場人物の個性や運命をいかに表現しているかなどにつ て、清代からさまざまな批評 議論がなされている。 『紅楼夢』 おける白海



































に、淡紅色て艶かし さまは秋海棠の特徴である とがわかる。もちろん 秋海棠の中にも白色のも が り、例えば、曹雪芹の祖父曹寅には「夢中詠白秋海棠、醒足成之 いう七言絶句があ
る（６）
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ら、この詞中の白海棠は春に咲く花海棠の白 花であることがわかる。このように、文人の意識において、花海棠か か 春か秋
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「盈盈澹澹」 「玉砌」 「洗粧」 「縞素」など白海棠の姿を描く表現が見られる。　
次に、例えば、汪文柏 には「西風吹作斷腸花」とあり、 「西
風」には秋風の意味があり、 「斷腸花」は秋海棠の別名で、そこから汪文柏詩における白海棠は秋海棠であることがわかる。一方 汪由敦詩には「洗粧春睡淡生寒」とあり、 「洗粧春睡」から作者が春




























































　『柳南続筆』の「勵文恭公」こと勵杜訥（一六二八―一七〇三）は康煕朝の名士で、刑部尚書として公明正大の誉れ高かった「清官」である。 「白」は「服喪」の色であり、海棠が彼らの死を哀悼したということである。これらの記事では、 「白」は「貞節」 「清官」という人格表現にも結びついていると思われる。　以上海棠が唐代の詩に登場して以降、主に「紅い色」の持つ「妖
























































































おける白海棠の描写について考察を加えた。唐宋時代にすでに注目された紅い花が咲く「海棠」に比べて、 「白海棠」は明末清初にようやく注目された。前述したよう 、 「白海棠」という文学上の称
呼は、植物学的な分類とは別に、海棠の花の色彩に注目してイメージを作ってきたものといえる。つまり、花海棠だろうが秋海棠だろうが、文人たちが「白海棠」という詩語を「海棠の白い花」と捉え、「白」にイメージをふくらませていた。　
また、白海棠の文学的イメージが形成されていく過程では、紅い











　「葩吐丹砂」の描写から、西府海棠が典型的な紅い花が咲く海棠であることがわかる。 「紅暈若施脂」は西府海 の花の色が くて
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姜楠南・湯庚国・沈永宝： 「 『紅楼夢』海棠花文化考」 、 『南京林業大学学
報（人文社会科学版 』 、第八巻第一期 二〇〇八年三月。
（３）
　












 〔清〕汪灝等： 『廣群芳譜』 、新文豊出版公司、一九八〇年。
（６）
 〔清〕曹寅： 『棟亭詩鈔』巻五（ 『棟亭集』 、上海古籍出版社、一九七八年） 。原詩： 「拱生舊説雲臺觀，大葉曾推祇樹林。無夢誰憑花作想，有情空訝粉沾襟 一叢冷艷披黄子，幾點秋蘭愜素心。試問明珠縁底淚，斷垣荒砌不堪尋。 」
（７）





















11） 〔宋〕陳思： 『海棠譜』 、 『叢書集成初編』 、商務印書館、一九三九年。
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年）に見える。原詩： 「太真酒酣睡未足。深宮已縱銜花鹿。翠華一夜拂峨嵋。風塵澒洞黄金屋。馬嵬香土埋嬋娟。冶容悔與春争妍。似聞天王狩太白。雪魄幻作花中仙。澹妝獨立東風裏。冷笑漫山舊桃李。芳心恨不聘梅花。雨中有淚如鉛水。蜀山紫棉同本根。得如梨雪聊相温。凝脂醖藉初出浴。玉鳧波暖春粼粼。瑶臺月下相逢處 翠袖冰姿生媚嫵。更燒銀燭醉中看。髣髴霓裳羽衣舞。 」
（
16） 〔清〕屈大均： 『屈翁山詩集』巻三（拠早稲田大学図書館所蔵清刻本） 。原詩： 「枝間開不久，却與膽瓶宜。豈有海棠好，而兼白 姿 艷含膏露薄，香岀粉光遲。異種非西蜀 花翁定未知 」
（
17） 〔清〕李驎： 『虬峰文集』巻十三（拠北京図書館所蔵清康煕刻本影印） 。
（
18） 〔清〕汪文柏： 『柯庭餘習』巻十一（拠上海図書館所蔵清康煕刻本影印） 。
（
19） 〔清〕汪由敦： 『松泉集』巻三（ 『文淵閣四庫全 』 収） 。
（
20） 〔清〕全祖望： 『鮚埼亭詩 六 四部叢刊』所収） 。
（













24） 『感舊集』にはすべて三百三十三人の詩が二千五百七十二首収められるが、王士禎の生前には出版されなかった。王士禎の死去した後、同郷の後進である盧見曽（一六九〇‐一七六八）がそれを整理し出版 、 世に伝えたのが乾隆壬申（一七五二年）刊本である。
（
25） 〔清〕王士禎（撰） ： 『池北偶談』 、五七一‐七二頁、 『清代史料筆記叢刊』 、中華書局、一九九七年。
（
26） 〔清〕王応奎： 『柳南随筆・続筆』 、一八八頁、 『清代史料筆記叢刊』 、中華書局、一九九七年。
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洵稱作乎。纉詩結想命詞綺語中亦有驚人語，獨歩騷壇 羣英所俛首看。遹詩少年大雅，美秀新裁，令 飄飄欲仙，子之謂也。後將望子追駕唐賢花蕚新篇，在卿家三子矣。貽按，前評尚多抑揚 此評惟有溢美 乃知天上神仙亦效人間世法耶。又乩稱坡仙降，亦賦此題一首。　
雨過中庭尚有花，淡容掩映弄春華。柔絲裊裊疑殘雪，舞蝶飛飛夢幾
家，素影不堪紅燭照，芳魂常許玉闌遮，舊題卿輩還相憶 老眼狂歌月
未斜。　
時弟軰有誦坡公夜深花睡句者，故乩筆及之。
（
29）
刊行本『百花詩』について前掲『茗齋集』の注参照。
（
30）
原文： 「陳公子龍得公巻、奇其才、……公感陳知己、遂称及門後。 」王士
禎の「彭孫貽伝」について前掲『茗齋集』の注参照。

